
 

六
月
二
十
三
日
横
浜
出
港
後

は
、
鳴
門
海
峡
を
経
由
し
て

高
松
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
備
讃
瀬
戸
、
来

島
海
峡
、
関
門
海
峡
等
の
航

路
航
行
実
習
を
錨
泊
実
習
を

挟
み
な
が
ら
実
施
、
二
十
九

日
に
北
九
州
の
門
司
に
入
港

し
ま
し
た
。
３
日
間
停
泊
し

明
日
七
月
二
日
午
前
十
一
時

に
は
最
終
寄
港
地
と
な
る
名

瀬
に
向
け
て
出
港
し
ま
す
。 

船
舶
業
界
は
、
現
在
売
り
手
市
場
。
船
員

不
足
は
深
刻
化
し
て
お
り
、
特
に
内
航
海
運

で
は
、
有
効
求
人
倍
率
が4.4

1

倍
と
非
常

に
高
く
、
人
手
不
足
が
顕
著
。
と
は
い
え
、

航
海
士
は
、
海
の
状
況
を
把
握
し
、
天
候
や

潮
流
の
変
化
を
読
み
解
く
能
力
と
他
船
と
の

衝
突
を
回
避
す
る
高
度
な
技
術
と
判
断
力
が

求
め
ら
れ
る
。
機
関
士
は
船
の
生
命
線
で
あ

る
主
機
の
制
御
・
保
守
・
点
検
・
整
備
の
全

て
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
。

上
級
資
格
を
保
有
し
、
専
門
的
訓
練
を
受
け

た
専
攻
科
生
は
、
業
界
に
と
っ
て
「
金
の

卵
」
と
、
人
事
担
当
者
達
は
口
を
揃
え
る
。 

二
等
航
海
士
▼
年
齢
▼
２
３

歳
▼
趣
味
▼
ご
当
地
マ
グ
ネ

ッ
ト
・
御
朱
印
集
め
・
筋
ト
レ

▼
特
技
▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

テ
ニ
ス
▼
経
歴
▼
本
校
専
攻

科
を
修
了
後
、
内
航
船
の
航

海
士
を
経
て
現
在
に
至
る
▼

深
夜
ま
で
学
習
す
る
学
生
達

を
気
遣
い
、
そ
っ
と
差
し
入

れ
を
置
い
て
い
く
優
男
▼
年

齢
が
近
い
こ
と
も
あ
り
、
兄

の
よ
う
な
存
在
と
し
て
実
習

生
達
か
ら
慕
わ
れ
て
い
る
。 

 

最
後
の
寄
港
地
と
な
る
奄
美

大
島
の
大
島
海
峡
で
は
実
習

生
が
自
分
達
で
航
路
計
画
を

立
案
・
作
成
し
、
船
長
役
と 

 

マ
リ
ン
」
の
人
事
担
当
者
が

本
船
を
訪
れ
ま
し
た
。 

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス 

新
乗
組
員

の
紹
介 

 高
松
港
寄
港
時
は
、
海

の
神
様
と
し
て
名
高
い

金
刀
比
羅
宮
（
こ
ん
ぴ

ら
さ
ん
）
千
三
百
六
十

八
段
に
多
く
の
実
習
生

と
乗
組
員
が
登
り
、
残

す
と
こ
ろ
数
日
と
な
っ

卒
業
後
の
進
路
選
択
の
一
助

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
各
寄

港
地
に
本
社
を
置
く
船
社
を

船
内
に
招
き
、
会
社
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
横
浜
で
は

海
上
作
業
船
や
タ
グ
ボ
ー
ト
を

運
航
す
る
「
共
栄
マ
リ
ン
」、

門
司
で
は
海
難
救
助
船
や
各
種

海
洋
調
査
船
等
を
運
航
す
る

「
洞
海
マ
リ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ
」

と
、
セ
メ
ン
ト
運
搬
船
を
運
航

す
る
「
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

会
社
説
明
会 

た
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。
枕
崎
帰
港
の
際
は
、

お
忙
し
い
中
と
は
存
じ
ま
す

が
、
生
徒
の
お
出
迎
え
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
薩

摩
青
雲
丸
新
聞
は
本
号
を
も

っ
て
刊
行
を
終
了
し
ま
す
。 

大
島
海
峡
操
船 

指導教官の目 

薩摩青雲丸新聞 第４号（最終号） ２０２５年７月１日（火）

機
関
室
で
燃
料
ポ
ン
プ
の
保
守
点

検
を
す
る
機
関
技
術
科
の
実
習
生

＝
六
月
二
十
四
日 

鹿児島水産高校 
薩摩青雲丸 
第一次航海 
指導教官 

 

薩
摩
青
雲
丸 

船
橋
で
学
生
を
指
導
す
る
谷
本

航
海
士(

中
央)

＝
七
月
一
日 

人
事
担
当
者
の
話
に
真
剣
に
耳
を

傾
け
る
実
習
生
達
＝
生
徒
食
堂 

航
海
士
役
に
分
か
れ
て
操
船

し
ま
す
。
今
航
海
の
集
大
成

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で

き
た
航
路
航
法
の
知
識
や
各

種
航
海
計
器
の
取
扱
い
を
実

践
で
き
る
か
試
さ
れ
ま
す
。 

職
人
の
匠
の
技
に
見
入
る
機
関
技

術
科
の
実
習
生
＝
丸
石
製
作
所 

企
業
訪
問 

三
崎
港
で
は
、
機
関
技
術
科

の
実
習
生
が
、
漁
労
機
器
を

専
門
に
扱
う
丸
石
製
作
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。
工
場
内
で

機
器
の
整
備
工
程
を
見
学
す

る
と
共
に
熟
練
技
術
者
か
ら

技
術
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

実
際
の
大
島
海
峡
の
海
図
を
使
用

し
て
船
長
か
ら
航
路
計
画
の
方
法

を
教
わ
る
実
習
生
＝
生
徒
食
堂 

谷
本 

直
人 

（
た
に
も
と 

な
お
ひ
と
） 


